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検査の目的：脂質分析による疾患バイオマーカーの探索 

 

検査法：マイボーム腺分泌物の脂質組成を様々な生化学的手法を用いて分析する 

 

検査に必要なもの：生化学的分析機器 

 

これまでの報告の結果： 

 マイボーム腺は外分泌腺であり、組織学的には皮脂腺とほぼ同一である。マイボーム腺

機能不全の原因が何であるにせよ、マイボーム腺に生じる変化はマイボーム腺分泌物に表

れるはずであり、マイボーム腺分泌物の変化は眼表面の環境に何らかの変化をもたらすは

ずである。従って、マイボーム腺分泌物の変化を分析することは、病態の解析、診断、治

療の評価につながる可能性がある。このような考え方に基づいて、マイボーム腺分泌物、

特に脂質成分の分析が行われている。 

 分析方法としては、薄層クロマトグラフィ、ガスクロマトグラフィ、高速液体クロマト

グラフィなどの手法が用いられてきたが、最近は質量分析計を用いた分析が試みられてい

る。質量分析計の導入によって、物質の同定精度が向上したと考えられるが、従来の結果

と相反する結果も報告されており、この分野は混沌とした状況にある。これは個体から採

取できる脂質が微量であり、その分析方法、特に極性脂質の分析法に問題が多いためであ

る。 

 この分野の第一人者は McCulley と Shine であり、約 20 年前から今日まで数多くの論文

を発表している。Phosphatidic acid などの極性脂質が涙液減少症と関係すること、脂漏性

眼瞼炎と oleic acid の増加が関係していること、慢性眼瞼炎ではコレステロールとそのエス

テルが必ず検出されるが、正常者では検出される場合とされない場合があることなどが報

告されているが、いずれも診断的価値は少ない。また、McCulley らは 2007 年の報告で初

めて、質量分析計（API MS と HPLC API MS）を用いたマイボーム腺脂質の解析結果を報

告しているが、この報告結果は従来の彼らの分析結果と大きく異なる部分があり、従来の

報告の信頼性が問われる状態になっている。 

もう１つの問題点は、マイボーム腺脂質と涙液中脂質との関係である。マイボーム腺脂

質の成分と涙液脂質の成分が異なることは 1999 年に Tiffany らが GLC の分析結果から指

摘している。McCulley らも前述の 2007 年の報告のなかで、マイボーム腺脂質からリン脂

質などの極性脂質が同定できなかったことから、「涙液脂質の由来として、非極性脂質はマ

イボーム腺からとしても、極性脂質に関しては別の由来を想定する必要がある」と述べて

いる。別の由来の最有力候補は涙腺であり、涙液にはリポカリンなどの脂質キャリア蛋白

が含まれており、極性脂質に関しては涙腺から分泌されている可能性がある。MGD では涙



液中リポカリン濃度が低下していること、臨床的重症度と相関することを Yamada らは報

告している。 

MALDI-TOF-MS, ESI-MS などの手法を用いた涙液中脂質の網羅的解析が Ham らによ

って行われているが、その結果には疑問符のつく部分があり、まだ十分確立された結果は

でていない。 

 

検査の variation 

薄層クロマトグラフィ、ガスクロマトグラフィ、高速液体クロマトグラフィ、質量分析

計、および高速液体クロマトグラフィと質量分析計の組み合わせ 

 

Repeatability：不明 

Sensitivity：不明 

Specificity：不明 

 

検査の問題点：これまでの結果の報告を参照 

 

問題点への解決策 

微量な脂質を網羅的に分析する方法の確立と標準化が望まれる。おそらく、高速液体ク

ロマトグラフィと質量分析計（ESI-MS が最適と思われる）の組み合わせによる分析が現状

では最も優れた方法と思われるが、分析条件などは標準化されたものがない。 

確立された方法で、涙液中脂質とマイボーム腺脂質との違い、正常と MGD との涙液中

脂質の違い、正常と MGD とのマイボーム腺脂質の違い、がそれぞれ詳細に分析される必

要がある。 
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